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こ
ん
に
ち
は

一
平
成
十
三
年
度

秋
の
横
仙
歌
舞
伎
大
公
演

・

．　
　
　
　
　
　
　
を
訪
ね
て

一ヨ
，
‥
　
お
　
ｔ，
午
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中
一
‥
　
≡…
，こ
オ

よ

こ
ぜ

ん

横
仙
歌
舞
伎
は
、
横
仙
地
方

（勝
田
郡
勝
北
町
～
奈
義
町
）
を

中
心
に
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
神

社
の
境
内
に
あ
る
舞
台
な
ど
で
演

じ
ら
れ
て
き
た
芝
居
で
す
。
昭
和

五
十

一

（
一
九
七
六
）
年
に
は
、

横
仙
歌
舞
伎
保
存
会
が
岡
山
県
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
奈
義
町
で
は
四
季
公
演

と
題
し
、
秋
の
大
公
演
を
含
め
て

年
に
四
回
の
公
演
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

福
武
文
化
振
興
財
団
の
文
化
関

係
助
成
に
は
、
平
成
十

一
・
十
二

年
度
に
横
仙
歌
舞
伎
保
存
会
、
平

成
十
二

・
十
三
年
度
に
歌
舞
伎
研

究
会
松
神
会
、
日
本
原
高
校
伝
統

去
能
部
が
助
成
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
横
仙
歌
舞
伎
保

存
会
に
よ
る

『鎌
倉
三
代
記
三
浦

之
助
母
別
れ
の
段
』
を
拝
見
し
た

後
、
奈
義
町
教
育
委
員
会
の
歌
舞

伎
専
門
職
員
で
あ
り
、
横
仙
歌
舞

伎
保
存
会
の
担
当
を
さ
れ
て
い
る

寺
坂
信
也
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

公
演
中
に
は
、
客
席
か
ら
台
詞

を
叫
ぶ
人
が
い
た
り
、
役
者
が
台

詞
を
忘
れ
た
り
と
い
う
八
プ
ニ
ン

グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
か
え

っ
て

親
し
み
の
あ
る
温
か
い
笑
い
が
起

こ
り
、
舞
台
と
観
客
の

一
体
感
の

よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
こ

の
雰
囲
気
が
寺
坂
さ
ん
の
言
わ
れ

る

一
度
立
つ
と
や
め
ら
れ
な
い
瞬

間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
「
周
辺
地

域
の
歌
舞
伎
保
存
会
と
切
磋
琢
磨

し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
」
と
い

う
お
言
葉
に
は
伝
統
芸
能
を
守
り

な
が
ら
、
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
と
い
う
意
気
込
み
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

二
月
に
は
、
「冬
の
公
演
」
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
（樫
本
）

◆
年
度
教
育
研
究
助
成
を
受
け

ら
れ
た
西
岡
里
江
先
生
は
、
和
楽

器
に
触
れ
る
機
会
を
存
分
に
取
り

入
れ
た
授
業
実
践
を
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
日
本
の
音
楽
の
中

で
も
非
常
に
特
徴
的
な
リ
ズ
ム
と

響

き
を
持

つ

「
お
は
や
し
」
。

五

・
六
年
生
の
合
同
授
業
で
こ
の

「お
は
や
し
」
作
り
に
挑
戦
し
て

い
る
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
す
は
作
り
た
い
お
は
や
し
の

イ
メ
ー
ジ
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
話
し
合
い
、
五
年
生
が
リ
ズ
ム

を
、
六
年
生
が
節
を
担
当
す
る
こ

と
に
。
リ
ズ
ム
と
節
作
り
の
作
業

は
別
々
に
行
っ
た
た
め
、　
一
つ
に

ま
と
ま
る
か
ど
う
か
不
安
だ

っ
た

そ
う
で
す
。

中
間
発
表
会
の
前
日
が
初
め
て

の
合
同
練
習
で
し
た
が
、
六
年
生

が
五
年
生
を
上
手
に
リ
ー
ド
し
な

が
ら
リ
ズ
ム
と
節
の
パ
ラ
ン
ス
を

調
整
。
そ
し
て
ま
だ
ど
こ
に
も
な

い
、
自
分
た
ち
だ
け
の
お
は
や
し

を
作
り
上
げ
た
の
で
す
。

日
常
生
渚
で
和
楽
器
に
出
会
う

機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
子
ど
も
た

ち
。
見
た
こ
と
も
な
い
和
楽
器
に

躊
躇
す
る
こ
と
な
く
触
れ
、
教
え

て
い
な
い
の
に
た
た
き
出
し
、
リ

ズ
ム
を
刻
む
。
そ
の
様
子
を
西
岡

先
生
は

「
日
本
の
伝
統
音
楽
が
、

鹿
田
の
子
ど
も
た
ち
の
遺
伝
子
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
。
」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

「鹿
田
小
に
し
か
な
い
『鹿
田
囃

子
』
が
で
き
、
地
域
に
も
浸
透
さ

せ
て
行
け
た
ら
。
」
と
い
う
の
が

西
岡
先
生
の
熱
い
思
い
の

一
つ
で

す
。
そ
の
う
ち
、
秋
祭
り
で
鹿
田

囃
子
が
に
ぎ
や
か
に
鳴
り
響
く
日

が
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。（樽
井
）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
こ
ざ

い
ま
す
。
本
誌
を
手
に
取
っ
て
い

た
だ
く
方
や
は
、
新
年
を
ど
の
よ

う
に
迎
え
ら
れ
た
で
し
よ
う
か
。

昨
年
は
新
世
紀
の
期
待
や
夢
に

反
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
の
同
時
多

発
テ
回
事
件
、
続
い
て
先
進
諸
国

の
ア
フ
ガ
ン
進
攻
と
い
う
、
思
い

が
け
な
い
不
幸
な
出
来
事
が
相
次

ざ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
宗
教
上
の

対
立
が
背
景
に
あ
る
こ
の
よ
う
な

戦
い
は
今
後
し
ば
ら
く
続
き
そ
う

な
気
配
で
、
我
が
国
の
多
神
教
が

に
わ
か
に
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
私
た
ち

教
育

，
文
化
に
携
わ
る
者
は
、
豊

か
で
平
和
な
社
会
の
構
築
へ
向
け

て
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割

を
真
剣
に
考
え
る
時
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。

当
財
団
も
、
岡
山
県
の
教
育
と

文
化
の
振
興
と
い
う
目
的
に
向
か

っ
て
、
さ
さ
や
か
で
楊
着
実
に
歩

を
進
め
た
い
所
存
で
す
の
で
、
本

年
も
倍
旧
の
こ
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（武
）
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第
十
五
回
教
育

。
文
化
講
演
会

百
米
の
は
ざ
ま
に
生
き
た
画
家
。
国
吉
康
雄
」

東
京
女
子
大
学
名
誉
教
授
猿
谷
要
先
生
が
講
演

あ
る
国
吉
康
雄
の
置
か
れ
た
立
場

や
戦
争
に
よ
る
価
値
観
の
劇
的
な

変
化
が
作
品
に
ど
の
よ
う
に
反
映

し
て
い
る
か
を
解
説
さ
れ
た
。

参
加
者
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

会
場
で
、
講
師
の
温
か
い
人
柄
の

に
じ
む
分
か
り
や
す
い
お
話
に
浸

り
な
が
ら
、
郷
土
出
身
の
偉
大
な

画
家

・
国
吉
康
雄
を
も
っ
と
広
く

県
民
が
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
認
識
し
た
。

講
演
の
後
に
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
本
社
屋
三
階
に
あ
る

国
吉
康
雄
美
術
館
で
作
品
を
鑑
賞

し
た
り
、
ゆ
か
り
の
品
々
を
見
た

り
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（武
）

新
し
い
教
育
の
創
４準
を
目
指
し
て

第
十
四
回
教
育
研
究
発
表
会

平
成
十
三
年
十

一
月
二
十
九

日
、
（株
）
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
本
社
で
第
十
四
回
教
育

研
究
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。
前
年

度
に
教
育
研
究
助
成
を
受
け
た
四

十
件
の
研
究
の
中
か
ら
七
名
の
発

表
者
が
選
ば
れ
、　
一
年
間
の
研
究

の
成
果
を
発
表
し
た
。

当
財
団
宮
地
暢
夫
副
理
事
長

が
、
「
こ
の
会
を
通
じ
て
、
学
校

間
の
連
携
が
よ
り
深
ま
る
こ
と
を

期
待
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

発
表
に
移

っ
た
。

岡
山
市
立
平
福
小
学
校
三
宅
貴

久
子
教
諭
、
笠
岡
市
立
金
浦
小
学

校
高
橋
仲
明
教
諭
、
高
梁
市
立
高

梁
中
学
校
小
林
朝
雄
教
諭
、
早
島

町
立
早
島
中
学
校
桑
本
康
則
教

諭
、
岡
山
県
教
育
工
学
研
究
協
議

会
佐
藤
み
ど
り
教
諭
な
ど
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し
て
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ
を
渚
用
し
た
研
究
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

特
色
あ
る
も
の
に
、
岡
山
県
立

興
陽
高
等
学
校
西
原
明
弘
教
諭
の

国
際
理
解
教
育
、
岡
山
県
立
備
前

高
等
学
校
藤
澤
進
市
主
任
実
習
助

手
の
製
鉄
法

「た
た
ら
」
の
研
究

が
あ
っ
た
。

発
表
終
了
後
、
本
研
究
助
成
の

審
査
委
員
長
で
あ
る
岡
山
大
学
教

育
学
部
教
授
高
旗
正
人
先
生
か
ら

次
の
よ
う
な
講
評
が
あ

っ
た
。

「今
回
の
発
表
全
体
に
テ
ー
マ
を

付
け
る
と
す
れ
ば

『イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
関
連
ツ
ー
ル
の
教
育
機
器
と

し
て
の
可
能
性
を
探
る
開
発
研

究
』
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
は
レ
ベ
ル
が
高
く
、
発
表
も
分

か
り
や
す
か
っ
た
。
素
晴
ら
し
い

発
表
会
で
あ
っ
た
と
思
う
。」

な
お
、
研
究
の
詳
細
は
各
学
校

へ
配
布
し
て
い
る
研
究
叢
書
を
見

て
い
た
だ
き
た
い
。
　

　

（樽
井
）

第
十
五
回
教
育

・
文
化
請
演
会

が
、
秋
晴
れ
の
天
候
に
恵
ま
れ
た

十
月
二
十
九
日
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
本
社
の
大
ホ
ー
ル

で
、
約
百
六
十
名
が
出
席
し
て
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
講
演
会
は
、
今

年
度
初
め
て
設
け
ら
れ
た

「お
か

や
ま
教
育
の
国
」
に
協
賛
す
る
行

事
と
し
て
、
東
京
女
子
大
学
名
誉

教
授
の
猿
谷
要
先
生
を
東
京
か
ら

お
招
き
し
て
、
「
日
米
の
は
ざ
ま

に
生
き
た
画
家

・
国
吉
康
雄
」
と

い
う
演
題
で
開
催
さ
れ
た
。

国
吉
康
雄
は
岡
山
市
出
身
の
画

家
で
あ
る
が
、
十
七
歳
で
渡
米
し

て
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
ア
メ
リ
カ

で
過
こ
し
て
い
る
た
め
、
ア
メ
リ

カ
の
近
代
美
術
に
大
き
な
足
跡
を

残
し
た
に
も
か
か
わ
ら
す
、
岡
山

で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
人

物
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
史
が
専
門
の
猿

谷
先
生
は
、
日
露
戦
争
か
ら

第

一
次

。
第
二
次
世
界
大
戦

を
通
し
た
ア
メ
リ
カ
史
を
背

景
と
し
て
、　
一
人
の
人
間
と

し
て
の
国
吉
康
雄
の
生
き
方

に
触
れ
な
が
ら
、
日
本
人
で

講師 猿谷 要先生
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っ
て
何
で
し
よ
う
か
。
房
置

は

「鉦
建
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
死
置
が

も
し
「無
」
で
あ
れ
ば
房
置
が
「色
」

に
転
じ
て
房
工
即
是
色
」
と
な
る
は

す
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従

っ
て
、

男
託
と
い
う
の
は
「有
」
と
「無
」

と
い
う
相
矛
盾
す
る
も
の
を
統

一

的
に
体
現
し
た
概
念
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

な
ん
の
こ
と
や
ら
よ
う
わ
か
ら

ん
と
い
う
人
た
ち
の
た
め
に
、
室

町
時
代
の
禅
僧

一
休
宗
純

全
一元
四

～

面
仝

）
の
詠
歌
を
借
用
し
て
説

明
し
て
み
ま
し
よ
う
。

年
々
に
咲
く
や
吉
野
の
桜
花

樹
を
伐
り
て
み
よ
花
の
在
処
を

春
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ
た
吉

野
の
桜
も
、
や
が
て
花
は
散
り
葉

は
落
ち
、
冬
と
も
な
る
と
枯
れ
木

同
然
、
「色
即
是
空
」で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
再
び
春
が
巡

っ
て
来
る

と
、
枯
れ
木
同
然
と
み
え
た
桜
の

樹
が
、
ま
る
で
蘇
生
し
た
か
の
よ

う
に
花
を
つ
け
る
。
「空
即
是
色
」

で
あ
り
ま
す
。
で
は
冬
の
間
、
桜

の
樹
は
ど
こ
に
花
を
蔵
し
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。
樹
を
裂
い
て
み

て
も
、
花
も
雷
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「笠
堂
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
冬
の

間
の
「無
」
は
単
な
る
「無
」
で
は

な
く
、
春
の
「有
」
を
秘
め
た
「無
」

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
春
の
「有
」
と

冬
の
「無
」
を
統

一
し
た
も
の
、
そ

れ
が
男
置
で
あ
り
ま
す
。

近
こ
ろ
「不
易
流
行
」
と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
芭
蕉
の
弟
子
の

土
芳
と
い
う
人
が
コ
ニ
冊
子
』
の
中

で
師
の
俳
風
を
紹
介
し
た
も
の
で

す
。
そ
の
俳
風
の
神
髄
は
「風
雅

の
誠
」で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「不
易
」

と
「流
行
」
の
両
面
を
も
つ
。
つ
ま

り
変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
、

変
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
が
あ
る
。
い
す
れ
か

一
方
に

執
着
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の

で
あ
り
ま
す
。　
一
面
の
真
理
に
執

着
す
る
こ
と
を
戒
め
、
相
矛
盾
す

る
も
の
の
統

一
的
把
握
の
大
切
さ

を
教
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

伝
統
と
創
造
、
儒
道
と
儒
法
、

不
惜
身
命
と
可
借
身
命
と
い
う
の

も
み
な
然
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
も
の
の
見
方
、
考
え
方
が
、

教
養
あ
る
日
本
人
の
伝
統
的
な
発

想
で
あ
り
ま
し
た
。
現
代
を
生
き

る
私
た
ち
に
も
何
か
大
切
な
ヒ
ン

ト
に
な
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

（福
武
文
化
振
興
財
団
理
事
）

福
武
文
化
振
興
財
囲

五
万
円
で
、
四
十
件
程
度
。

②
図
書
助
成

図
書
館
の
図
書
等
の
充
実
に
よ

る
図
書
館
利
用
の
進
展
と
読
書
活

動
の
振
興
を
目
指
し
て
助
成
す
る

も
の
。　
一
件
の
上
限
二
十
五
万
円

で
三
十
件
程
度
。

③
教
育
研
究
大
会
等
助
成

岡
山
呆
内
で
開
催
さ
れ
る
教
育

研
究
大
会
等
を
支
援
す
る
た
め
に

助
成
す
る
も
の
。
大
会
に
よ
り
十

万
円
か
ら
三
十
万
円
を
助
成
す
る
。

予
算
の
範
囲
内
で
随
時
受
け
付
け
。

①
英
語
教
員
研
修
助
成

三
年
間
限
定
事
業
の
最
終
年
。

英
語
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
を
目
的
と
す
る
。

対
象
は
小

・
中

・
高
で
英
語
を
担

当
す
る
教
員
二
十
名
。
夏
期
に
十

二
日
間
の
集
中
レ
ッ
ス
ン
を
受
け

る
。
レ
ッ
ス
ン
料
及
び
教
材
費

一

人
約
五
十
万
円
を
助
成
す
る
。

＊
以
上
は
平
成
十
三
年
度
の
実
績
。

詳
細
は
平
成
十
四
年
三
月
の
理
事

会
で
決
定
後
、
配
布
す
る
募
集
要

頂
、
ま
た
は
当
財
団
の
日
Ｐ
を
参

照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
（樽
井
）

鱒
櫂
敏
躙

Ｈ
Ｐ

ア
ド
レ
ス

Ｊ
仲
沖
■
ミ
を
罵
〓
語
罵
Ｌ
〓
戸
〓
中
山
戸
０
日
０
鳴
と
〓
ｇ

文
化
関
係
助
成

色
即
是
空
と

空
即
是
色

就
実
女
子
大
学

就
実
短
期
大
学

学
長

柴

田
　
一

『般
若
心
経
』
は
釈
尊
の
教
え
を

簡
潔
に
ま
と
め
た
仏
教
の
根
本
教

典
で
す
が
、
そ
の
中
に
「色
即
是

力
置

「空
即
是
色
」
と
あ
り
ま
す
。

釈
尊
は
弟
子
の
舎
利
子
に
、
ま
す

「色
は
即
ち
是
れ
空
な
り
」
と
教
え

ま
し
た
が
、
つ
づ
け
て
房
工
は
即

ち
是
れ
色
な
り
」
と
説
い
て
い
ま

す
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
が
大
切
で
あ

り
ま
す
。
「色
即
是
空
七
⊂
れ
は
確

か
に
真
理
で
は
あ
る
が
あ
く
ま
で

一
面
の
真
理
、
そ
の

一
面
の
真
理

に
執
着
し
て
は
な
ら
な
い
。
「空

即
是
色
」
と
い
う
他
の

一
面
の
真

理
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
な
と
、

実
に
親
切
に
教
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
「色
即
是
空
」の

男
置

岡
囲

岡
山
県
内
の
社
会
人
で
、
文

化
渚
動
や
調
査
研
究
を
し
て
い
る

個
人

・
団
体
。
平
成
十
四
年
度
よ

り
連
続
助
成
は
な
く
、
継
続
の
場

合
は
隔
年
に
よ
る
助
成
と
な
る
。

南図
図
囲

一
件
の
上
限

中
三
十
万
円

応
募
方
法

公
民
館
等
に
配
布
し

た
所
定
の
申
請
書

（Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可
能
）

に
記
入
し
、
三
月
三
十

一
日
ま
で

に
財
団
あ
て
に
郵
送
。
詳
細
は
募

集
要
頂
、
当
財
団
の
Ｈ
Ｐ
を
参
照
。

問
い
合
わ
せ

福
武
文
化
振
興
財

団
事
務
局

（武
、
樫
本
）
ま
で

福
武
教
育
振
興
財
団

教
育
関
係
勁
成

（平
成
十
四
年
工
湾
～
二
月
末
）

（平
成
十
燿
年
四
月
～
二
月
初
旬
）

①
教
育
研
究
助
成

教
育
の
内
容
、
方
法
等
に
関
す

る
実
践
的
研
究
を
助
成
す
る
も

の
。
応
募
資
格
は
岡
山
県
下
の
学

校
園
の
教
職
員
と
教
育
委
員
会
所

轄
の
教
育
研
究
機
関
の
職
員
な

ど
。
助
成
額
は

一
件
の
上
限
三
十

助
成
の
募
集
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
度

平
成
十
二
年
度

文
化
関
係
助
成
対
象
者
に
よ
る

文

化

発

表

会

平
成
十
三
年
九
月
二
十

二
日

（土
）
福
武
文
化
振
興
財
団
は
、

「文
化
発
表
会
」
を
開
催
し
た
。

小
寺
聰
副
理
事
長
が

「岡
山
の

文
化
を
広
げ
、
深
め
、
高
め
て
い

く
た
め
の
役
割
の

一
端
を
担
い
な

が
ら
、
◆
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

も
模
索
し
て
い
き
た
い
。」
と
あ
い

さ
つ
し
た
後
、
七
団
体
が
ス
テ
ー

ジ
発
表
を
し
た
。
中
で
も
、
長
屋

神
楽
同
好
会
に
よ
る

『大
国
主
命

の
舞
』
で
は
、
お
福

（餅
）
が
配

ら
れ
、
参
加
者
に
喜
ば
れ
た
。

ま
た
展
示
発
表
で
は
、
十
四
個

人

・
団
体
が
写
真
や
パ
ネ
ル
を
展

示
し
た
り
発
刊
物
を
配
布
し
た
。

◆
回
は
、
会
の
名
称
を

「成
果

報
告
会
」
か
ら

「文
化
発
表
会
」

に
し
、
参
加
者
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
図
り
や
す
く

す
る
た
め
に

「懇
親
会
」
を

「懇

談
会
」
に
し
て
展
示
会
場
で
行
い
、

希
望
者
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
の
時
間

を
設
け
た
。
ま
た
会
の
企
画
を
は

じ
め
、
当
日
の
受
付
な
ど
を
有
志

の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
ス

ピ
ー
チ
の
中
で
山
陽
町
民
音
楽
祭

実
行
委
員
会
代
表

・
三
村
勉
さ
ん

は

「助
成
を
受
け
た
者
が
互
い
の

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
文
化
向

上
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
よ
う
。」
と
提
案
し
た
。

文
化
関
係
助
成
審
査
委
員
会
現

代
文
化
部
会

・
目
瀬
守
男
座
長

は
、
「故
谷
回
前
理
事
長
が
こ
の

財
団
を
起
こ
さ
れ
た
と
き
の
こ
と

を
思
い
起
こ
し
、
◆
ま
さ
に
岡
山

県
の
文
化
が
芽
生
え
始
め
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
た
。」
と
閉
会
の

あ
い
さ
つ
の
中
で
述
べ
た
。（樫
本
）

福
武
教
育
奨
励
賞
を

受
賞
し
て

岡
山
市
立
岡
輝
中
学
校

教
諭

久

山

将

弘

授
業
中
に
、
次
の
時
間
に
提
出

す
る
宿
題
の
プ
リ
ン
ト
を
さ
せ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

と
き
、
友
だ
ち
が
か
な
り
で
き
た

こ
ろ
に
答
え
を
写
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
生
徒
が
何
人
か
い
ま
す
。

し
か
し
、
答
え
が
わ
か
ら
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
友
だ
ち
に
尋
ね
よ

う
と
は
し
ま
せ
ん
し
、
写
さ
せ
て

あ
げ
て
い
る
生
徒
も
何
と
も
感
じ

て
は
い
ま
せ
ん
。

私
は
、
な
ぜ
、
「わ
か
ら
な
い

か
ら
教
え
て
」
と
い
う
会
話
が
な

い
の
か
不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。

間
題
を
解
く
中
で
身
に
付
け
る
の

は
知
識
だ
け
な
の
で
し
よ
う
か
。

た
だ
見
て
い
る
と
時
間
が
つ
ぶ

れ
て
い
く
ビ
デ
オ
や
テ
レ
ビ
。
パ

ー
チ
ャ
ル
の
世
界
に
全
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
注
い
で
競
い
合
う
ゲ
ー
ム
。

何
も
し
ゃ
べ
ら
な
く
て
も
商
品
を

買
う
こ
と
が
で
き
る
コ
ン
ビ

ニ
。

し
ゃ
べ
り
た
い
と
き
に
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
そ
の
相
手
だ
け
に
話

が
で
き
る
携
帯
電
話
。
相
手
の
顔

や
性
格
を
知
ら
な
く
て
も
文
章
を

や
り
と
り
で
き
る
メ
ー
ル
。

子
ど
も
た
ち
の
周
り
か
ら
、人
と

し
て
の
ぬ
く
も
り
を
直
接
感
じ
た

り
、人
と
人
と
の
か
か
わ
り
を
考
え

た
り
す
る
機
会
が
急
速
に
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
子

ど
も
た
ち
の
「人
間
関
係
づ
く
り
」

を
阻
害
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
の

な
か
で
人
と
か
か
わ
る
こ
と
が
煩

わ
し
く
思
う
傾
向
が
進
ん
で
い
く

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

私
は
、ど
の
よ
う
な
教
育
改
革
が

行
わ
れ
よ
う
と
も
、人
と
か
か
わ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

感
じ
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
教
育
の

基
本
に
置
い
て
、
国
マ
、
さ
さ
や
か

な
研
究
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

ご
の
た
び
の
栄
え
あ
る
福
武
教

育
奨
励
賞
の
野
買
を
励
み
に
、
さ
ら

に
「人
間
関
係
づ
く
り
」
を
研
究
し

て
い
く
所
存
で
こ
ざ
い
ま
す
。〈フ
後

と
も
こ
指
導
、
こ
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ドラネコ座によるミ〕―ジカルF迷 ,舞 ,MyLlfeJの 一場面

◎ ステージ発表 ◎

ドラネコ座 (ミュージカル)

高梁三曲会 (ビデオ上映)

朗前塾 (朗読)

山陽日]民音楽祭実行委員会 (ビデオ上映)

山陽子ども劇場 (人形劇)

長屋神楽同好会 (備中神楽)

きんちゃい座 (ミュージカル)

◎尉爾俵 ◎
(伝統文化部門 。文化活動〉

岡山県青年団協議会

境神社獅子舞保存会

備中神楽 倉敦社

(伝統文化部門・調査研究〉

赤松 寿郎
真庭遺産研究会

成ΣΣ古文書研究会

(現代文化部門 。文化活動)

秋山 基夫
エストゥディオコジマ IN KURAS出 IKI

岡山映画祭2000実行委員会
岡山県歌大会

さわらび会

(I見代文化部門 。調査研究〉

エヨウェーブおかやま

岡山要約筆記クラブ

作州野烏の会

p.20000。●00p.3




